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で

生
ま
れ
た
絶
対
君
主

600年

フェリベ2世
[1556～ 98年 ]

広大な植民地を領有し、
スペインの絶頂期を築く。

エリザベス 1世

[1558～ 1603年 ]

スペイン無敵艦隊を撃破。
イギリスを強国に育てる。

ヘンリ8世
[1509～ 47年]

首長法を制定し、
国内の教会を自分の
支配下に置く。

イヴアン4世 (雷帝 )

[1533～ 84年 ]

大貴族を弾圧し、
恐怖政治をしいた
ツァーリ(皇帝)。

マリア=テレジア

[1740～ 80年 ]

八プスブルク家を継ぎ、
プロイセンと抗争した

女帝。

ルイ14世 (太陽王 )

[1643～ 1715年 ]

フランス絶対王政
の絶頂期を築く。
「朕は国家なり」。

ピョートル 1世 (大帝 )

[1682～ 1725年 ]

西欧化。近代化政策を

推進する―方、

農奴制を強化。

フリードリヒ

2世 (大王 )

[1740～ 86年 ]

「国家第一の下僕」
を自称した

啓蒙専制君主の代表。

エカチェリーナ2世
[1762～ 96年 ]

啓蒙専制君主の1人だが、

晩年は反動化した。

絶対主義の成立過程

絶対主義の成立

常備軍  官 僚

封
建
社
会
の
崩
壊
後
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
確
立
さ
れ
た
政
治
秩
序
は

権
力
を
強
化
し
た
国
王
に
よ
る

絶
対
主
義
体
制
だ
っ
た
。

諸
候
の
没
落
と
大
商
人
の
支
持
で

力
を
つ
け
た
絶
対
君
主

‐６
～
‐８
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
封
建
制
の

崩
壊
と
と
も
に
王
権
が
強
大
化
し
た
。
王
権
の

強
大
化
は
、
強
い
国
王
に
よ
っ
て
国
家
が
統

一

さ
れ
た
ほ
う
が
商
売
上
都
合
が
よ
い
都
市
の
大

商
人
か
ら
も
支
持
さ
れ
た
。
こ
つ
し
て
各
国
で

は
、
常
備
軍
と
官
僚
制
を
背
景
に
国
王
が
専
制

政
治
を
行
う
絶
対
主
義
体
制
が
確
立
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ル
イ
１３
世
の
時
代
に
な
る

と
、
宰
相
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
が
大
貴
族
ら
を
抑
え

て
王
権
の
強
化
に
努
め
、
つ
い
で
ル
イ
１４
世
の

宰
相

マ
ザ
ラ
ン
も
さ
ら
な
る
中
央
集
権
化
を

推
し
進
め
た
。
マ
ザ
ラ
ン
の
死
後
、
ル
イ
ー４
世

は
、
王
権
は
神
に
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

す
る
王
権
神
授
説
を
唱
え
て
絶
対
主
義
を
正
当

化
し
、
財
務
長
官
に
コ
ル
ベ
ー
ル
を
登
用
し
て
、

国
力
強
化
の
た
め
の
重
商
主
義
政
策
を
徹
底
さ

せ
た
。
こ
う
し
て
、
直
属
の
常
備
軍
や
官
僚
制

度
に
支
え
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
は
そ
の

絶
頂
期
を
迎
え
、
ル
イ
ー４
世
は
「太
陽
王
」
と
よ

ば
れ
た
。

絶
対
主
義
体
制
を
支
え
た

重
商
主
義
政
策

続:尾芳を累1: ぐ 暑買言響畠
発展

雪ず二雷暮甦を維持く←

産業革命によつて誕生する機械制工業よりも前の生産形態。工場制手工業と訳される。近世に入り商品経済が
発展したことで毛織物などの需要が増し、中世以来手工業者を規制してきたギルド(同業組合)の枠を超えた生
産体制が確立。これにより、経営者が手工業者を雇用する初期の資本主義が出現した。

舗幸詢鰤枠巫喧鶴嚇）暉禦峻［け等蜘椰　　着

蓄
え
る
貿
易
差
額
主
義
の
２
つ
の
政
策
か
ら
な
　
　
ク

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
そ
の
遂
行
の
た
め
、
鉱

　

　

ア

帽跡畷鰤珈聟ましたがって王権と対立する　
　
岬剛

エリザベス1世

リレイ14世

マリア=テレジア

ピョートル1世
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